
景観形成に向けた
本市の取り組みについて



都市景観基本計画・都市景観形成
の基本理念



小牧市都市景観審議会
小牧市都市景観条例

第25条 市長の諮問に応じ、都市景観に関する事項を調査審議させるため、小牧市都市
景観審議会を置く。
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H26 H26.10.23

小牧市都市景観基本計画改訂(案)に関するパブリックコメントの
実施結果について

小牧市都市景観基本計画改訂(案)の修正について

H27 未開催
H28 未開催

H29

第1回 H29.8.30

会長の選出

小牧市サイン計画及び同配置計画の見直しについて

第2回 H30.1.30 小牧市サイン計画及び同配置計画の見直しについて

H30 未開催

●過去5年間の都市計画審議会の開催状況および議案内容



都市景観基本計画策定の背景

●景観計画等にまつわる本市の動き

市の動き （参考）国の動き

平成１３年 小牧市都市景観条例・規則施行

平成１４年
大規模建築物等誘導基準策定（届出制度施行）
小牧市都市景観基本計画策定

平成１５年 都市景観形成重点区域指定
平成１６年 景観法施行
平成１８年 美しい愛知づくり条例施行
平成１９年 美しい愛知づくり景観資源の指定

平成２６年 景観基本計画改訂版策定

まちづくりで重要視されるものの変化

⇒美しい街並みなどの良好な景観に関する人々の関心が高まる。

・経済性
・効率性
・物質的な豊かさ

急速な都市化進展の時代 急速な都市化の終焉

・快適性
・心の豊かさ
・地域文化の尊重
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小牧市の都市景観形成の基本理念

市の最上位計画・第６次小牧市総合計画の将来都市像

「人と緑 かがやく創造のまち」

→将来都市像を踏まえ、都市景観形成の基本理念を下記のとおり設定。

 小牧のシンボルである小牧山の景観を守り、活かす

 生き生きとした都市の顔となる景観をつくる

 過去より受け継ぎ、未来へ継承すべき小牧の緑・歴史の景観を守り、活かす

 親しみや緑豊かでやすらぎを感じる景観を守り、育てる
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景観形成に向けた
本市の取り組み



都市景観形成重点区域（やすらぎみち）

小牧駅前線の一部区間を市のシンボルロードとして位置づけ、
小牧山周辺の区間および沿道部を都市景観形成重点区域（や
すらぎみち）として指定、小牧山への視線軸（眺望）を守り
育む、歴史的趣と調和した街並づくりを進める。

・電線類を地中化、舗装材や街路等を歴史的趣と調和したものに

・ゆとりのある歩道幅員とし、景観的に優れ歩きやすい舗装材を用いる等、
魅力的な歩行者空間を創出。

・歩道内にベンチ等のストリートファニチャーを設置し、

ふれあいの場としても利用できるような道路整備

景観条例に基づく取り組み
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都市景観形成重点区域（やすらぎみち）

個性の中に調和のある景観づくりを行うため、民有空間も含めた整備基準（まちづ
くりルール）を設定

届出が必要となる行為

•建築物の新築、増築、改築、移転、除却、大規模な模様替えまたは外壁面の色彩の変更

•工作物の新設、増設、改造、移設、除却、大規模な模様替えまたは外観の色彩の変更

•広告物の表示、移転もしくはその内容の変更 等

直近３年間の届出実績 ※R1年度は参考（8.1現在）

H28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1（※）

届出件数 － － 1件 2件

（うち建築物） － － 1件 1件

（うち工作物） － － － －

（うち広告物） － － － 1件

景観条例に基づく取り組み
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大規模建築物等の届出

●都市景観の形成に大きく影響を及ぼす大規模な建築物等の物件を適切に指
導し、都市景観の形成を図る。

【適用区域】市内全域（やすらぎみち区域内を除く）

・建築物

高さが20ｍ超または延べ面積が2,000㎡超の建築物

・工作物

地上からの高さが20m超または2,000㎡超の敷地に設置される工作物

・広告物

高さが10ｍ超または表示面積50㎡超の広告物および掲出物件

直近３年間の届出実績 ※R1年度は参考（8.1現在）

H28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1（※）

届出件数 21件 17件 22件 11件

（うち建築物） 17件 11件 15件 6件

（うち工作物） 3件 4件 12件 6件

（うち広告物） 1件 2件 1件 2件

景観条例に基づく取り組み
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屋外広告物の設置・更新の許可
屋外広告物法に基づく取り組み

近年の取組事項

・無許可で掲出された広告物への案内を強化（主要幹線道路等を中心に）

・未更新案件の更新の案内を強化

H29年度末 50件 （うち1年以上の未更新 11件）

↓

H30年度末 1件 （うち1年以上の未更新 1件）

・無秩序な広告物の設置による景観への悪影響を防ぐため、設置できる場所や面
積について屋外広告物法および愛知県屋外広告物条例にて規定。

・適法な屋外広告物の設置のための計画段階からの事前審査、相談等を積極的に
行っている。

直近３年間の許可実績 ※R1年度は参考（8.1現在）

H28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1（※）

新規申請 106件 86件 107件 31件

変更申請 303件 304件 277件 99件

更新申請 32件 35件 36件 9件

計 441件 425件 420件 139件
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違反簡易広告物の除却

・はり紙 ⇒禁止物件に掲出されているもの

・はり札、立看板 ⇒禁止物件に掲出され、放置されていることが明らかなもの

屋外広告物法に基づく取り組み

●禁止物件（信号、電柱、ガードレール 等）に掲出された違反簡易広告物（はり
紙、はり札、立て看板）を除却。

●３名以上で組織された有志のボランティア団体による除却制度あり。
（現在１団体 3名が活動中）

H28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1（※）

はり紙 195件 108件 80件 0件

はり札・立て看板 5件 0件 0件 1件

直近３年間の届出実績 ※R1年度は参考（8.1現在）
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小牧市サイン計画およびサイン配置計画

公共サインを体系化し整備等を行うための計画。

⇒市のアイデンティティを表現した統一的なデザインの導入

その他の取り組み
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H11 サイン計画策定
H12 サイン配置計画策定
H19 サイン配置計画改定
H29 サイン計画、サイン配置計画 改定

●R2 中心市街地周辺整備（こども未来館、新図書館等）に対応のため、

2基の新設、既設の張替え等の整備予定。



全市案内サインの多言語対応化（H31.2）

主要な駅、公共施設等に設置された全市案内サイン（全8基）に、記載内
容を4ヶ国語（英語・ポルトガル語・中国語・韓国語）に翻訳するQRコー
ドを追加。

その他の取り組み
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違反簡易広告物除却ボランティアの協働事業化（R2.4予定）

屋外広告物法違反の簡易広告物の除却作業を協働事業化。

⇒市民活動団体に除却権限を委任することで、

市民自らが美しいまちづくりに参画できる制度づくり。

H30年度 事業提案（２団体が応募）

R元年度 事業化可否の審議（8/12ヒアリング実施済み）

⇒事業採択されれば来年4月より制度化。

今後の取り組み
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小牧駅西線の無電柱化

新図書館および駅周辺の整備に併せ、（都）小牧駅西線の無電柱化を推進。

今後の取り組み
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